
Mac環境で遺伝研スパコンを使用するための準備

１　必要なソフトのインストール
　・ターミナルソフト
          スパコンに接続しコマンドでの操作を行うための必須ソフト
          Macでは標準でインストールされているが、Windowsでは自前で用
意する必要がある。

          Windows 10では標準の機能だけでスパコンに接続可能らしい（未
確認）

　・SFTPソフト
          スパコンとの間でファイル転送を行う
          必須ではないが、ドラッグ＆ドロップでのファイルのやりとりや
          リモート（スパコン内）のファイルの直接編集がGUIでできるよう
になり、初心者には便利
     
     ・テキストエディタ
          UTF8、改行コードLFに対応したエディタが必要
          windowsのメモ帳では対応していない。
          Macでは標準のテキストエディットでも良いが、プログラミングを
するには高機能なものが望ましい。

          

２　スパコンへの公開鍵登録

　２−１　Macのターミナルを起動します
　　　通常は　アプリケーション>ユーティリティの中に入っています。
　　　spotlight検索で terminal と打って探すのが早い
　　　



２−２　鍵の生成
　　　ターミナルが起動したら、次のコマンドを順に打ち込み、enterを
押す (先頭の$は必要ない)

　　　1. 過去に鍵を生成したことがないか確認
　　　$ ls ~/.ssh
　　　id_rsaとid_rsa.pub というファイル名が表示されれば、すでに鍵は
生成済みなので、以下の2. 3.はスキップしてよい。

　　　2. 鍵の生成
　　　$ ssh-keygen
　　　鍵ファイルの保存場所を訊かれるのでデフォルトのままenterキー
を押す。
　　　（通常ホームディレクトリの中に .ssh という不可視フォルダが作
られ、その中に鍵が生成される）
　　　パスフレーズを訊かれるが空のままで良いのでenterキーを押す
　　　確認のため、もう一度同じパスフレーズを入力する。（空なのでそ
のままエンターを押せばよい）

　　　3. 確認
　　　以上の操作で、不可視フォルダ .ssh の中に秘密鍵 (id_rsa) と公開
鍵 (id_rsa.pub) が生成されます。
　　　$ ls ~/.ssh
　　　と打ってみて、２つのファイルが表示されていればOK

　　　tips: コマンドを途中まで打った状態でTABキーを押すと候補を表示
したり自動で補完してくれる。なるべく補完機能を利用するのがコツ。



２−３　生成した公開鍵を表示させ、コピーしておきます。
　　　下記のコマンドを実行。
　　　$ cat ~/.ssh/id_rsa.pub 
　　　　( コマンドをそのままコピペして実行すると良い。手入力で行う
場合は、TABキーによる補完を活用すること）
　　　秘密鍵が表示されます。
　　　例）ssh-rsa AAAAB3NzaC1yc2…...y/YWZwAfOfpah
ytanizaw@ytMBPR.local
　　　というように、「ssh-rsa 英数字の文字列 自分のコンピュータ名」
というような形式になっているはず。
　　　PRIVATE KEYという表示があれば、それは公開鍵ではなく、秘密
鍵 (id_rsa)なので間違わないように注意。

　　　表示された秘密鍵をマウスで選択し、右クリック(control + クリッ
ク)でコピーしてください。
　　

　ここから先はブラウザでの作業になります。
　ブラウザを起動し、NIGスパコンのwebサイ
ト https://sc.ddbj.nig.ac.jp を開いてください。

２−４　Loginを押し、スパコンのユーザー名とパスワードを入力します。
（秘密鍵を生成したときのパスフレーズではありません）
　　

https://sc.ddbj.nig.ac.jp/


　

２−５　ログインしたらSSH公開鍵登録へ進みます。
　

２−６　画面を下の方にスクロールしていき、「直接入力フォーム」への
リンクをクリック
　　
　　場所がわかりにくいので、ログインした状態で下記の直リンクをクリ
ックしても可。
　　http://sc.ddbj.nig.ac.jp/index.php/ja-form-ssh-application

http://sc.ddbj.nig.ac.jp/index.php/ja-form-ssh-application


２−７　公開鍵のアップロード
　　フォームが表示されたら、コピーしてあった鍵を貼付け、登録ボタン
を押します。
　

　これで鍵登録作業は完了です。設定が反映されるのに少し時間がかかる
かもしれません。

２−８　スパコンにログイン
sshコマンドを用いて、スパコンに接続する。
接続先ホスト名は gw.ddbj.nig.ac.jp
以下のように使用する。
　$ ssh ユーザー名@gw.ddbj.nig.ac.jp
　例↓



初回接続時は、警告が表示されるかもしれません。その場合は yes を入
力して続行すること

以後、スパコンに接続する場合は、ターミナルを立ち上げ、sshコマンド
を用いて行います。

３　テキストエディタのインストール
　自分の好みのエディタがすでにある場合、このステップは省略してくだ
さい。

　mi をインストールします。
　URL : http://www.mimikaki.net
　インストーラへの直リン
ク：http://www.mimikaki.net/download/mi2.1.12r5.dmg
　インストーラのURLをクリックしてダウンロードし、指示にしたがって
インストールしてください

　特に設定を変更する項目はありません。

４　SFTPソフトのインストール

　４−１　Filezillaをインストール
　https://filezilla-project.org/download.php?type=client
　ここからダウンロード
　ダウンロードできたらインストーラを実行
　途中で、Mac Cleanerとzipcloudというファイルをインストールするか
訊いてきます。
　これは不要なので skip をしてインストールしないようにしてくださ
い。

http://www.mimikaki.net/
http://www.mimikaki.net/download/mi2.1.12r5.dmg
https://filezilla-project.org/download.php?type=client


　【訂正】上の方法だと余分なソフトをインストールされてしまう可能性
があるので、
　　下記の方法でインストールする。
　　https://filezilla-project.org/download.php?show_all=1
　　これの一番上のmac用をダウンロードし、ダブルクリックで解凍する
のがよい。

　４−２　初期設定（言語の設定）
　　FileZillaを起動し、画面上部のメニューから、Filezilla → Settings を
選択
　　
　

　Language を選び、日本語を選択します。
　

https://filezilla-project.org/download.php?show_all=1


　続いて、File editingにおいて、ファイル編集に用いるテキストエディタ
を指定します。
　Use custom editorをチェックし、Browseで mi を選択します。(通常は
アプリケーションフォルダに入っているはずです）
　自分の好みのエディタがある場合には、それを選択してください。
　Always use default editorを選択します。
　（Use filetype associations if availableにしておくと、ファイルの種類
ごとに別々のソフトで編集することができます。
　　講習会後は設定を元に戻しておいても良いかもしれません）
　



　ダブルクリック時の挙動を設定します。
　デフォルトではファイルをダブルクリックすると転送する設定になって
います。
　これをクリック時にテキストエディタで編集するように変更します。
（この設定をするかは各自のお好みで）
　

　　設定を反映させるために、一度Filezillaを終了し、再度起動します。

　４−３　スパコンへの接続設定をします。



　メニューから、ファイル→サイトマネージャ を選び、サイトマネージ
ャを開きます。
　（または画面左上の方のアイコンをクリック）

　次のように設定します
　1. 新しいサイトをクリック
　2. 名前は適当につけます(例ではnigscとしました)
　3. ホスト名は gw.ddbj.nig.ac.jp を指定
　4. ポートは22番
　5. プロトコルは SFTP を選択
　6. 鍵交換による認証 (Key file) を選択
　7. スパコンのユーザ名を入力
　8. 秘密鍵の場所を選択します。（秘密鍵は不可視フォルダ内にあるの
で、ちょっとコツが必要です。次画面参照）
　

　秘密鍵の参照
　command + shift + . で不可視ファイルが表示できますので、.ssh フォ
ルダに移動し、id_rsa ファイルを選択します。
　または、command + shift + G で「~/.ssh」と直接入力してフォルダに
移動します。
　



　
　次に、詳細タブの設定をします。
　規定のローカルディレクトリには自分のホームディレクトリを指定して
おくのが便利です。
　

　転送設定で、最大接続数を3に設定します。
　（同時接続数が多いと、スパコンでは不正アクセスとみなされてアカウ
ントがロックされてしまうことがあるため）
　



　以上の設定が終わったら、「接続」ボタンを押します。
　接続に成功すれば、リモート側にスパコン内のファイルが見えるはずで
す。

Filezillaの簡単な使い方

右クリック（control + クリック)で、ディレクトリ・ファイルの作成、削
除が可能
ファイルをダブルクリック（または右クリックして編集を選択）で mi が
開いて編集可能。（保存した内容はスパコン内に反映される）
リモート側とローカル側の間でドラッグ＆ドロップでファイルの転送が可
能。

ディレクトリ名の .. は上位階層のディレクトリを意味しています。

ターミナル上で作成・削除したファイルや、ディレクトリはリアルタイム
では反映されないので、
右クリックして「更新」を行う必要があります。



早く終わった人はこちらへ
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